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研究成果概要 

2024年度の本研究において以下の成果が得られた。 

 

Gd 導入後のフェーズ(SK-6)に対応するように開発し、物理学的研究に使えるようレベ

ルに仕上げた。この開発においては種々の較正データおよび標準サンプルを用いてシミ

ュレーターが十分な精度を持ってデータを再現するように行われた。それをさらに進め、

Gd 濃度をさらに上げたフェーズ(SK-7)のシミュレーションも開発を行い、物理解析に

活用された。 

地磁気補償コイルの状況が変わったことにより新たなシミュレーション手法が研究され

た。この研究は引き続き行われている。 

Geant3 および Geant4 をベースとした二つのシミュレーターを用いた物理学的研究が

開始され、詳細なデータとの比較などは国内学会および国際学会にて報告された。 
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